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2

法施行後の交通安全教育（ガイドライン　ア  利用者に対する交通ルール等の周知）

01

アプリ等において交通ルールの理解を促すコンテンツを用意するとともに、交通ルールのテストを実施し、
全問正解しなければ貸渡しを受けられないようにしています。



3

安全講習会の実施（ガイドライン　ア  利用者に対する交通ルール等の周知）

02

警察等とも連携し、特定小型原動機付自転車の安全講習会を行っており、参加者に対して交通ルールを直接
説明するとともに、リーフレット等を通じて周知を行っています。

バス事業者に向けた安全講習会（？警察
庁コメント）

交通安全の冊子の写真
（東京海上とのもの？）



4

年齢確認の実施（ガイドライン　イ  利用者の年齢確認の徹底）

03

外部のe-KYC専門事業者と連携して16歳未満の者に対する貸出しが起こることのないよう免許証やマイナン
バーカードを用いて年齢確認の実施を行っています。



5

乗車用ヘルメット着用に向けた取組（ガイドライン　エ  乗車用ヘルメット着用の促進）

04

安全講習会において乗車用ヘルメットの貸出・推奨をするほか、各種制作物では必ずモデルにヘルメットを
着用させるなどして、乗車用ヘルメット着用の促進に努めています。



6

悪質な利用者へのペナルティ（ガイドライン　オ  悪質・危険運転者対策の実施）

05

利用者による交通違反を把握した場合には、違反の態様等に応じて当該利用者のサービスの利用を制限する
ことを規約に示し、実際に凍結等の措置を実施しています。

Luup利用規約（抄） BRJ利用規約（抄）



7

飲酒運転対策（ガイドライン　オ　悪質・危険運転者対策の実施））

06

年末年始には飲酒運転対策として繁華街の貸出拠点に係員を配置しました。また、ハロウィン期間には警察
による交通規制に合わせて、一部貸出拠点を利用停止しました。



8

保安基準への適合性担保（ガイドライン　キ  車体の点検・整備の徹底）

07

大幅なモデルチェンジ実施時には性能等確認を受けるとともに、協議会として保安基準チェックリストを用
意し、保安基準への適合性を担保しています。


